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師
走
に
入
り
、

今
年
も
あ
と
わ
ず

か
。
こ
の
１
年
を

振
り
返
る
と
ま
ず
、

人
間
ド
ッ
ク
の
健

診
が
終
わ
っ
て
２

週
間
後
に
急
に
目

の
前
が
二
重
に
見
え
、
歩
け
な
く
な

り
入
院
を
し
た
。

健
康
管
理
に
十
分
気
を
付
け
る
よ

う
指
摘
さ
れ
、
暴
飲
暴
食
を
慎
ん
だ

結
果
、
体
重
が
人
生
の
Ｍ
Ａ
Ｘ
か
ら

８
キ
ロ
減
。
三
重
顎
か
ら
二
重
顎
に

変
わ
っ
た
。

「
数
独
」に
ハ
マ
り
、
５
段
階
の
う

ち
４
段
階
ま
で
ク
リ
ア
で
き
た
こ
と
。

仕
事
で
は
、
職
員
の
残
業
問
題
の

こ
と
。
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
で
き

る
だ
け
残
業
を
減
ら
す
方
向
を
す
す

め
ら
れ
た
こ
と
と
、
職
員
の
健
康
管

理
の
た
め
に
も
、
残
業
時
間
を
減
ら

す
。
そ
の
た
め
に
、
例
え
ば
、
で
き

る
だ
け
短
時
間
で
会
議
を
終
わ
ら
せ

る
工
夫
や
、
事
前
に
会
議
資
料
を
渡

し
て
要
点
だ
け
を
話
す
よ
う
に
工
夫

し
た
。

中
で
も
、
行
事
に
対
す
る
取
り
組

み
の
見
直
し
が
一
番
の
課
題
で
あ

る
。次

年
度
に
向
け
、
仕
事
の
効
率
化

を
考
え
る
の
は
当
然
だ
が
、
子
ど
も

た
ち
と
笑
顔
が
絶
え
な
い
保
育
を
目

指
し
た
い
も
の
だ
。

‌

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｓ
）

調
査
研
究
委
員
会（
以
下
、委
員
会
）で

は
、社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
保
育
所
運

営
に
必
要
な
情
報
の
調
査
研
究
を
進
め
る

と
と
も
に
、法
人
・
施
設
の
運
営
や
保
育
士

の
技
術
向
上
を
図
る
研
修
会
の
企
画
実
施

や
周
知
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
今
年
度
の
社
会
福
祉
法
人
の
制
度

改
革
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
公
益
性
の

あ
る
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、現
在
、大
阪
府
で
は
保
育
人
材
の

確
保
に
向
け
、政
府
の
国
家
戦
略
特
区
制

度
を
利
用
し
た
提
案
を
取
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。10
月
11
日
の
新
た
な
保
育
人
材
の

あ
り
方
に
関
す
る
大
阪
府
と
の
意
見
交
換

で
は
、参
加
委
員
か
ら
実
際
の
保
育
現
場
を

想
定
し
た
具
体
的
な
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
子
育
て
に
係
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
し
、
各
分
野
に
特
化
し
た
小

グ
ル
ー
プ
を
編
成
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
活

動
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ

で
の
活
動
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

制
度
研
究
グ
ル
ー
プ

国
お
よ
び
地
方
版
の
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
と
各
分
野
で
の
議
論
や
、
各
委
員
の

保
育
園
お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
の
情
報
を

共
有
、意
見
交
換
と
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

来
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
社
会

福
祉
法
の
一
部
改
正
に
お
い
て
公
益
的
で

社
会
か
ら
認
め
ら
れ
た
法
人
運
営
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
改
正
後
も
運
営
を
円
滑
に
行

え
る
よ
う
、
国
か
ら
の
情
報
を
整
理
、
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
定
款
の
解
説
の

作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
研
究
グ
ル
ー
プ

重
大
事
故
が
発
生
し
や
す
い
場
面
ご
と

の
注
意
事
項
や
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合

の
具
体
的
な
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
検

討
。
国
か
ら
「
教
育
・
保
育
施
設
等
に
お

け
る
事
故
防
止
及
び
事
故
発
生
時
の
対
応

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
公
表
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
読
み
込
み
と
内
容
の
整

理
お
よ
び
活
用
方
法
等
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
の
研
修
会
開
催
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

よ
い
子
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
・�

研
修
グ
ル
ー
プ

よ
い
子
ネ
ッ
ト
を
よ
り
使
い
や
す
い
も

の
に
す
る
た
め
、
ア
プ
リ
対
応
や
情
報
発

信
能
力
向
上
に
向
け
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
連
携

の
模
索
を
ラ
ジ
オ
関
西
と
協
議
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
情
勢
に
応
じ
た
研
修
会
の

企
画
立
案
、
実
施
を
し
ま
す
。（

２
面
に
続
く
）

調
査
研
究
委
員
会
活
動 

中
間
報
告

藍綬褒章

瑞宝双光章

たちばな会 理事長

智鳥保育園 園長

西邨 政和

濵田　智

秋の叙勲
　この度は、平成28年秋
の叙勲に際し、図らずも
瑞宝双光章を拝受いたし
ました。
　これもひとえに皆様の
永年にわたる心温かきご
指導ご支援の賜物と、こ
こにあらためて深く感謝
申し上げます。　

　この度は身に余る栄誉
に浴しました。
　この受賞は法人職員一
人ひとりの支えはもちろ
ん、ご指導いただきまし
た諸先生方や大阪府寝屋
川市行政の方と多くの皆
様の支えのお蔭と、心よ
り深く感謝し、御礼申し
上げます。
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平成28年度各種表彰受賞者
（敬称略／順不同） 労

務
管
理
グ
ル
ー
プ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
施
行
に
伴
う

社
会
保
険
等
の
申
請
書
様
式
変

更
に
あ
わ
せ
、
以
前
作
成
し
た

入
退
職
管
理
ソ
フ
ト
を
改
訂
、

申
請
書
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更

し
ま
し
た
。

①
職
員
情
報
②
住
所
・
電
話

番
号
③
社
会
保
険
・
厚
生
年
金

④
福
利
厚
生
⑤
金
融
機
関
⑥
そ

の
他
（
資
格
等
）
⑦
退
職
時
の

７
つ
に
分
け
て
シ
ー
ト
を
作

成
。
入
力
画
面
を
見
や
す
く
、

全
て
の
個
人
情
報
を
一
つ
に
集

約
し
、
個
人
原
簿
が
作
成
さ
れ

る
よ
う
に
改
訂
し
ま
し
た
。

但
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関

し
て
は
、パ
ソ
コ
ン
上
で
の
管

理
は
望
ま
し
く
な
い
と
の
意
見

が
あ
り
、入
力
で
き
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

完
成
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
社

会
保
険
等
に
適
用
さ
れ
る
予
定

の
、来
年
５
月
頃
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

資
料
集
編
纂
・�

�

電
子
化
グ
ル
ー
プ

昨
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
た
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
係
る
集
計
も
含
め
た
保
育
関

係
資
料
集
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
グ
ラ
フ
を
各

市
町
村
別
に
以
下
の
３
種
類
追

加
す
る
予
定
で
す
。

①
　‌‌

就
学
前
児
童
数（
過
去
５
年

間
年
齢
別
に
遡
っ
た
も
の
）

②
　‌‌‌

施
設
種
別
と
割
合
（
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼

稚
園
）

③
　‌‌

就
学
前
児
童
の
認
定
種
別

と
割
合
（
１
号
・
２
号
・

３
号
認
定
）

ま
た
、
昨
年
度
の
資
料
集
か

ら
各
市
町
村
別
の
利
用
児
童

数
、
施
設
数
、
利
用
定
員
等
を

府
社
協
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

保
育
お
お
さ
か
と
の�

�

連
携
グ
ル
ー
プ

こ
れ
ま
で
に
記
し
た
グ
ル
ー

プ
で
の
活
動
や
委
員
会
と
し
て

研
究
や
議
論
を
し
た
こ
と
を
内

外
に
周
知
す
る
た
め
、
保
育
部

会
の
広
報
誌
で
あ
る
「
保
育
お

お
さ
か
」
と
連
携
し
、
広
報
活

動
を
行
い
ま
す
。

調
査
研
究
委
員
会
で
は
保
育

を
取
り
巻
く
環
境
の
激
し
い
変

化
に
も
迅
速
に
対
応
し
た
調
査

研
究
活
動
を
今
年
度
も
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

‌（
調
査
研
究
委
員
会
Ｔ
・
Ｔ
）

➊��現在よい子ネットを活用されてい
ますか？

　活用している…212施設（68.4％）
　活用していない…98施設（31.6％）
➋活用している施設の満足度
　満足している…182施設（85.8％）
　満足していない…25施設（11.8％）
➌活用していない施設での
　‌‌１）活用していない理由‌
‌他のシステムを利用している・パソ
コンやスマートフォン等の操作に不
慣れだから‌ ‌
２）今後活用するか‌ ‌
活用を検討…33施設、わからない…
31施設、活用しない…25施設‌ ‌
３）現在保護者との連絡方法‌ ‌
園便り・掲示板・ホームページ・各
社メール配信システム等

➍‌‌TwitterもしくはFacebookを活用
していますか

　活用していない…278施設
　Twitterを活用している…3施設
　Facebookを活用している…14施設
➎‌その他ご意見
　‌‌トピックス機能関連（写真掲載枚数
やサイズの容量をアップしてほし
い・絵文字の充実等）、メール機能関
連（配信の確実性のup・グループ内
での個別の配信・データファイルの
添付を可能にしてほしい等）、研修会
関連（上級者対象の研修会を実施し
てほしい等）、その他（園見学に来ら
れた方や地域の方への情報発信に使
いやすい・サポートセンターの方の
対応が丁寧でありがたい等）

　アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。集計結果を下記の通り
お知らせいたします。このアンケート結果を基に、より多くの会員施設の方に使っ
ていただけるよう、改善に努めてまいります。

実施期間：９月８日～９月30日　回答施設数：310施設（47.2%）

大阪府社会福祉事業従事者表彰24人
●野々下希有子（旭ヶ丘学園）●市橋昭恵
（一乗寺学園）●藤本和恵（いなだ保育園）●

有薗律子（旭丘まぶね保育園）●住吉玲子
（ひかり保育園）●上田昭子（郡家保育園）●

塚元満枝（四條畷すみれ保育園）●芳田美佳
（緑ヶ丘ふじ保育園）●上田典子（かしわ保
育園）●後藤裕子（がんば白鷺保育園）●伊
藤明子（ひがし保育園）●分部妙子（たんぽ
ぽtriangle学園）●石田祥子（畷アサヒヶ丘
保育園）●高繁一枝（どんぐり保育園）●松
尾惠美（汐の宮保育園）●関美穂（なかもず
こども園）●中居恵美（ピアニィ道教寺）●

杉本みゆき（千里丘愛育園）●寺嶋君江（明
善保育園）●小池由起（光の峰保育園）●井
上桂子（湊こども園）●岸田智子（たかいし
保育園）●安達充代（第２長尾保育園）●藤
原靖枝（泉北園）

全国社会福祉協議会会長表彰（功労表彰）８人
●財津久美子（きりん夜間愛育園）●田中信
雄（北牧野保育園）●和田まゆみ（さくら保
育園）●中島一（天野山保育園）●佐藤春子
（羽衣保育園）●鵜飼真理子（さつき保育園）
●田中啓昭（もくれん保育園）●森田展子
（郡戸保育園）

全国社会福祉協議会会長表彰（功労表彰）30人
●小林まゆみ（願行寺保育園）●河村由美子
（さくらんぼ保育園）●中井良次（藤の里保
育園）●山口和乃（江ノ口保育園）●松本淳
子（北巣本保育園）●木下かおる（倉治保育
園）●多田純子（蹉跎保育園）●中村智子（常
称寺保育園）●浅田秀子（住道こども園）●

土井勝子（茄子作保育所）●新居美子（なで
しこ保育園）●中川龍博（マツガ保育園）●

濵岡洋子（久宝まぶね保育園）●山本綾子
（西若宮こども園）●瀬藤真由美（花園第二
保育園）●豊増里加（花園こども園）●牧有
香（あおぞら保育園）●神朋世（郡戸保育園）
●中森良明（四天王寺悲田院保育園）●樋口
由美（清水保育園）●土井登茂子（天宗清見
台園）●昼馬美乃（あおい保育園）●飯坂久
子（クレアール保育園）●岡尾ふくみ（光明
保育園）●杉岡由美（こども園杉の子）●山
野由里子（しいの実こども園）●山上裕子
（清和保育園）●西川美和（天神山保育園）●

草場加奈子（路交館夜間保育推進部）●小倉
美和子（木の実キッズキャンパス）

全国保育協議会会長表彰14人
●横山冨士子（大冠保育園）●市橋昭恵（一
乗寺学園）●森田信司（若江こども園）●藤
井謙昌（みずほ保育園）●三木圭子（鈴ノ宮
保育園）●中居恵美（ピアニィ道教寺）●柴
川清美（郡家保育園）●岡山智久子（第２長
尾保育園）●藤井一（あひる保育園）●井谷
貴子（汐の宮保育園）●丈六和美（まつのみ
こども園）●山上裕子（清和保育園）●鵜沼
才織（川添保育園）●青山美由紀（寝屋川な
かよし保育園）

（
１
面
か
ら
の
続
き
）

「よい子ネット」ご活用に関するアンケート結果
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　心と体の調和を大切に

保育園が一つの
大きなFamily!

普段の保育にもリズムを取れ入れる

みんなが笑顔でいられる場所

寝
屋
川
市
に
あ
る
寝
屋
川

福
祉
会
の
ひ
ま
わ
り
保

育
園
は
大
き
な
国
道
か
ら
脇
道

に
入
っ
て
す
ぐ
に
あ
り
、
し
か

も
駅
か
ら
徒
歩
８
分
程
度
と
、

利
用
す
る
保
護
者
に
と
っ
て
便

利
な
立
地
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
地
の
合
間
に
畑

が
あ
っ
た
り
、
淀
川
の
河
川
敷

ま
で
歩
い
て
い
け
た
り
と
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
環
境
も

近
く
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
で
は
人
口
が
増
加

し
て
お
り
、
待
機
児
童
解
消
の

た
め
、
保
育
園
で
は
積
極
的
に

子
ど
も
を
受
け
入
れ
、
待
機
児

童
解
消
に
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

保
育
で
は
園
内
の
交
流
だ
け

で
な
く
、
近
隣
の
保
育
園
や
幼

稚
園
と
ミ
ニ
運
動
会
や
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
を
通
じ
て
積
極
的

に
交
流
を
深
め
、
年
長
児
が
主

に
参
加
し
、
勝
っ
た
り
負
け
た

り
す
る
経
験
や
、
頑
張
っ
て
競

い
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
は
こ
こ

数
年
連
覇
を
達
成
し
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
と
職
員
の
意
欲
も

か
な
り
の
も
の
に
感
じ
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
な
い
ク
ラ
ス
も

応
援
に
行
き
、
年
長
児
の
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
「
自
分

た
ち
も
来
年
頑
張
る
ぞ
！
」と

い
う
気
も
ち
を
育
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ズ
ム
教
室
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
外
部
か
ら
講

師
を
招
き
、
年
少
ク
ラ
ス
か
ら

リ
ズ
ム
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
想
像

力
や
表
現
力
、
体
の
反
応
力
な

ど
を
育
み
、
心
と
体
の
調
和
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
職
員
も

積
極
的
に
研
修
を
受
け
、
普
段

の
保
育
に
も
リ
ズ
ム
を
取
り
入

れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
笑

顔
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の

西
尾
勝
成
園
長
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
熱
い
思
い
を
心
に

も
た
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
園
長

の
も
と
、
日
々
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
精
進
す
る
保
育
園
で
し

た
。‌

（
編
集
委
員
Ｔ
・
Ｔ
）
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千
里
山
キ
ッ
ズ
は
平
成
24

年
４
月
に
定
員
90
人
で

開
園
し
ま
し
た
。
阪
急
千
里
山

駅
か
ら
徒
歩
６
分
の
閑
静
な
住

宅
街
の
中
に
あ
り
ま
す
。

「
夢
や
希
望
を
も
ち
自
分
ら

し
く
輝
い
て
、
心
豊
か
に
た
く

ま
し
く
自
立
し
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
幸
せ
な
子
ど
も
た
ち
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
保
育
に
い
そ
し

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

多
く
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
と
お
し

て
、
夢
や
希
望
、
信
じ
る
心
を

育
み
ま
す
。
あ
そ
び
を
と
お
し

て
自
分
で
考
え
行
動
し
、
自
分

も
人
も
大
切
に
し
、
協
調
性
の

あ
る
幸
せ
な
心
を
育
み
ま
す
。

英
語
・
体
育
・
リ
ト
ミ
ッ
ク
・

絵
画
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

保
育
を
心
が
け
て
お
り
、
外
国

人
講
師
と
一
緒
に
生
活
を
楽
し

む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
保
育
園
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る

よ
う
、
よ
り
良
い
も
の
を
取
り

入
れ
、
柔
軟
性
と
優
し
さ
を
育

み
ま
す
。

園
児
の
誕
生
日
に
は
誕
生
日

給
食
プ
レ
ー
ト
を
用
意
し
て
、

１
つ
大
き
く
な
る
こ
と
を
園
全

体
で
お
祝
い
し
ま
す
。

ま
た
、
キ
ッ
ズ
カ
ー
ニ
バ
ル

（
運
動
会
）、
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
発
表
会
）、グ
ラ
ン

パ
・
グ
ラ
ン
マ
の
集
い
（
感
謝

の
集
い
）
を
と
お
し
、
保
護
者

間
で
の
交
流
の
場
を
も
つ
こ
と

で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
居
心
地

の
良
い
保
育
園
に
な
れ
る
よ
う

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
保
育
園
が
一
つ
の
大
き
な

Fam
ily

と
な
り
、
笑
顔
と
元

気
で
い
っ
ぱ
い
で
、
だ
れ
も
が

温
か
い
気
も
ち
で
い
ら
れ
る
場

所
。子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
の
方
も
職
員
も
み
ん
な

が
夢
を
も
っ
て
、
自
分
ら
し
く

輝
け
る
保
育
園
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
中
谷
敬
子

先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

‌

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｎ
）

吹田市 保育園千
せんりやま 

里山キッズ
保育所

寝屋川市 ひまわり保育園
保育所

英語で話そうよ

はだし保育で体作り

リズム教室

あかるい園庭
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て
「
思
い
や
り
や
豊
か
な
感
性

を
育
て
る
こ
と
」「
し
っ
か
り
食

べ
て
元
気
に
遊
び
、
心
優
し
く

朗
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
⋮
そ

ん
な
願
い
を
も
ち
、
日
々
保
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
と
巽
園

長
は
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

‌

（
編
集
委
員
Ｓ
・
Ｓ
）

社
会
福
祉
法
人
厚
生
博
愛

会
セ
シ
リ
ア
保
育
園
は
、

地
下
鉄
谷
町
線
長
原
駅
か
ら
東

に
徒
歩
15
分
、
大
阪
市
と
隣
接

し
た
南
木
本
橋
交
差
点
近
く
に

位
置
し
ま
す
。
平
成
25
年
に
マ

リ
ア
保
育
園
分
園
と
し
て
１
・

２
歳
児
定
員
30
人
で
開
園
。
そ

の
後
、
待
機
児
解
消
の
た
め
に

27
年
４
月
か
ら
定
員
90
人
へ
増

員
。
法
人
の
関
係
施
設
で
あ
る

厚
生
会
第
一
病
院
が
隣
接
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
や
子

ど
も
た
ち
、
職
員
の
健
康
相
談

や
怪
我
の
対
応
、
病
児
・
病
後

児
の
相
談
に
も
そ
の
役
割
を
拡

大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
園
庭
は
１
階
と
屋
上
の
２
箇

所
を
活
用
。
近
隣
公
園
や
小
学

校
と
も
積
極
的
に
交
流
を
図
る

な
ど
幅
広
く
戸
外
活
動
へ
と
つ

寺
内
町
の
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
街
並
み
近
く
に
位

置
す
る
常
徳
保
育
園
。
門
扉
に

植
え
ら
れ
た
桜
の
木
は
昭
和
53

年
の
開
園
当
初
よ
り
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
見
守
り
続
け
て
お

り
、
毎
年
春
に
な
る
と
立
派
な

花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
正
面
玄
関
に
あ
る
絵
本
コ
ー

ナ
ー
「
あ
す
な
ろ
文
庫
」
は
毎

週
月
曜
日
に
貸
し
出
し
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
日
先
生
に
読
ん

で
も
ら
っ
た
本
を
借
り
て
帰
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
卒
園
記
念
制
作
に
園
児
た
ち

が
自
分
の
顔
を
描
く
の
が
恒
例

で
、
園
舎
・
園
庭
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
子
ど
も
た
ち
の
可
愛
い

絵
が
見
ら
れ
、
温
か
い
雰
囲
気

づ
く
り
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
寺
内
町
の
街
並
み
探
索
や
、

近
隣
を
流
れ
る
石
川
ま
で
の
散

歩
、
燈
路
祭
り
や
ひ
な
め
ぐ
り

な
ど
地
域
行
事
へ
の
参
加
。
天

気
や
季
節
に
あ
わ
せ
た
保
育
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張

り
を
応
援
す
る
行
事
に
も
力
を

入
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
に

見
て
も
ら
い
褒
め
て
も
ら
う
経

験
を
積
み
ま
す
。
例
え
ば
発
表

会
は
、
祖
父
母
の
方
に
も
落
ち

着
い
て
見
て
も
ら
え
る
よ
う

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
集
い
」
を
開
催
。
保
護
者

の
方
と
は
別
に
見
て
も
ら
う
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
大
道
千
春
園
長
は
「
努
力
を

重
ね
、
達
成
感
を
味
わ
う
経
験

を
し
た
子
ど
も
た
ち
の
目
は
き

ら
き
ら
と
輝
き
、
子
ど
も
た
ち

の
力
っ
て
す
ご
い
と
あ
ら
た
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
日
常

な
げ
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し

た
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
の
リ
ズ
ム

遊
び
で
、「
転
ん
で
も
怪
我
を
し

に
く
い
体
づ
く
り
」
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
て
い
ね
い
な
保

育
を
心
掛
け
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
潜
在
能
力
を
引
き
だ
せ

る
よ
う
に
、
体
育
指
導
・
音
楽

指
導
・
囲
碁
指
導
な
ど
、
講
師

を
招
い
て
の
研
修
も
進
め
て
い

ま
す
。

　
設
備
面
で
は
机
や
椅
子
を
木

製
で
統
一
し
、
発
達
に
応
じ
た

玩
具
で
遊
べ
る
工
夫
を
。
食
育

の
一
環
で
は
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培

で
収
穫
し
た
野
菜
を
、
管
理
栄

養
士
が
保
育
教
諭
と
一
緒
に

ク
ッ
キ
ン
グ
保
育
。シ
ソ
ジ
ュ
ー

ス
作
り
や
、季
節
の
行
事
食
な

ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
定
員
の
拡
大
で
０
歳
児
か
ら

５
歳
児
が
生
活
を
共
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
異
年
齢
交
流
を

は
じ
め
、
活
動
や
遊
び
を
通
し

の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
保
育
を
大

切
に
し
な
が
ら
も
、
集
団
な
ら

で
は
の
経
験
が
で
き
る
行
事
も

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
園
庭
の
桜
の
木
の
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
だ
子

ど
も
た
ち
は
こ
れ
か
ら
立
派
な

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

‌

（
編
集
委
員
Ｒ
・
Ｙ
）

富田林市 常
じょうとく 

徳保育園
保育所

八尾市 セシリア保育園
保育所

たくさんの経験を糧に
　子どもたちの笑顔花咲く

異年齢交流を通して
思いやりや豊かな感性を
育てる

屋上に設置された船型のプール

屋上広場

子どもたちを迎える桜の木

みんなで笑顔でハイチーズ！
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中
長
期
的
な
園
運
営
の
視
点
に
立
っ
て

平
成
27
年
４
月
か
ら
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
合

わ
せ
て
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
し
て
２
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

移
行
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

一
つ
は
近
隣
市
に
お
け
る
保
育

園
へ
の
株
式
会
社
の
参
入
で

す
。
保
育
園
は
株
式
会
社
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
個
人
な
ど
誰
で
も

で
き
る
こ
と
か
ら
、
将
来
は
供

給
過
剰
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。
二
つ
目
は
認
定
こ
ど
も
園

の
制
度
化
と
地
域
の
少
子
化
で

の
影
響
で
そ
れ
ぞ
れ
の
公
立
園

の
統
廃
合
、
幼
稚
園
の
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
な
ど
が
進

み
、
自
園
が
定
員
割
れ
を
起
こ

す
可
能
性
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
当

園
は
１
号
認
定
も
受
け
入
れ
る

こ
と
で
園
児
の
確
保
に
つ
な
が

る
と
い
う
思
い
で
移
行
し
ま
し

た
。こ

の
他
、
認
定
こ
ど
も
園
を

経
営
で
き
る
の
は
市
町
村
、
学

校
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
に
限

ら
れ
る
こ
と
、
保
護
者
の
就
労

な
ど
に
対
し
て
柔
軟
に
保
育
認

定
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
て
か

ら
分
か
っ
た
こ
と
で
、
１
号
認

定
の
子
が
入
園
し
た
場
合
、
要

件
も
必
要
で
す
が
施
設
型
給
付

費
の
加
算
と
し
て
、
副
園
長
加

算
、
学
級
編
成
加
算
、
チ
ー
ム

保
育
加
算
が
あ
り
ま
す
。

保
育
園
を
運
営
し
て
い
た
と

き
は
、
年
度
当
初
か
ら
、
年
度

途
中
の
新
入
園
児
を
見
込
ん
で

保
育
士
等
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、
認
定
こ

ど
も
園
で
は
加
算
が
あ
る
た

め
、
途
中
入
所
に
対
応
で
き
る

保
育
教
諭
を
雇
用
し
て
お
く
こ

と
で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と

は
園
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

保
育
料
等
の
金
融
機
関
か
ら
の

自
動
引
き
落
と
し
の
手
続
き
、

請
求
書
作
成
事
務
や
保
育
料
が

徴
収
で
き
な
い
と
き
は
園
が
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
険

性
。
保
育
園
の
と
き
に
国
・
府
・

市
へ
の
提
出
書
類
に
加
え
て
文

部
科
学
省
か
ら
の
教
育
基
本
調

査
等
の
提
出
書
類
が
増
え
た
こ

と
。市
単
独
の
補
助
金
の
減
額
、

嘱
託
薬
剤
師
の
雇
用
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

そ
し
て
、
保
育
園
か
ら
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
こ
と
が

保
護
者
の
方
や
地
域
の
方
に

は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
に
園

名
を
変
更
し
ま
し
た
。登
記
簿
・

印
鑑
・
行
政
、
関
係
機
関
す
べ

て
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な

り
、
そ
れ
な
り
の
費
用
も
発
生

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
認
定
こ
ど
も
園
へ

移
行
を
検
討
さ
れ
る
場
合
の
参

考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。‌

（
池
上
わ
か
ば
こ
ど
も
園
Ｋ
・
Ｈ
）

仕
事
を
辞
め
て
も
通
い
続
け
ら
れ
る
保
育
園
に

以
前
か
ら
、「
仕
事
を
辞
め
た

の
で
保
育
園
を
退
園
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
こ
の

保
育
園
で
卒
園
さ
せ
た
い
」
と

い
う
保
護
者
の
声
が
保
育
園
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
声
に
応
え
た
い

と
考
え
、平
成
27
年
４
月
に「
学

校
及
び
児
童
福
祉
施
設
と
し
て

の
法
的
位
置
付
け
を
も
つ
単
一

の
施
設
」
と
し
て
、
新
た
に
創

設
さ
れ
た
「
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
」
に
移
行
す
る
こ
と

を
決
断
し
、
保
育
園
の
認
可
定

員
に
プ
ラ
ス
し
た
形
で
１
号
認

定
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
に
は
、
移
行
の

半
年
前
に
不
安
を
取
り
除
く
た

め
に
移
行
に
至
っ
た
思
い
お
よ

び
「
保
育
園
に
お
け
る
保
育
で

は
、
養
護
と
教
育
が
一
体
と

な
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
園
で
は
、
現
在
で
も
教
育
を

行
っ
て
お
り
、
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
て
も
、
大
き
く
保
育

内
容
は
変
更
し
ま
せ
ん
」
と
い

う
内
容
を
記
載
し
た
手
紙
を
配

布
す
る
こ
と
で
、
移
行
に
際
し

て
保
護
者
の
方
々
か
ら
不
安
な

声
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
運
営
面
で
は
、
園
長

会
が
利
用
者
の
処
遇
を
低
下
さ

せ
な
い
た
め
に
今
回
の
移
行
に

際
し
て
、
保
育
園
と
同
様
の
支

援
を
行
政
に
対
し
て
、
お
願
い
　

し
、認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
ま
で
、
一
番
悩
ん
だ
の

が
１
号
認
定
の
教
育
時
間
で

す
。
当
初
は
９
時
か
ら
14
時
ま

で
の
教
育
時
間
の
設
定
を
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
降
園
時
間
が

異
な
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る

子
ど
も
が
い
る
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
保
育
園
が
集

ま
り
、
意
見
交
換
を
行
う
な
か

で
、
９
時
か
ら
16
時
ま
で
の
教

育
時
間
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

こ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
と
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

通
り
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
も
保
育
教
諭
も
保
育

園
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
混
乱

も
な
く
保
育
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
移
行
に
と
も
な
っ

て
、
保
育
料
等
を
保
護
者
か
ら

直
接
徴
収
す
る
業
務
や
延
長
保

育
や
預
か
り
保
育
の
時
間
管
理

等
に
と
も
な
う
事
務
の
増
加
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
移
行
す

る
ほ
か
の
園
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
、
と
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
も
、
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
当
初
か
ら
導

入
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
や
職
員
へ
の
負
担
軽

減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
こ
ど
も
園
つ
ば
さ
Ｓ
・
Ｓ
）

シリーズ●認定こども園になって

こ
ど
も
園
つ
ば
さ

池
上
わ
か
ば
こ
ど
も
園 第１回

移行へのきっかけと
思い各様
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ま
だ
紅
葉
も
見
ご
ろ
を
迎

え
て
な
い
11
月
の
初
旬
に
、

早
く
も
卒
園
記
念
品
の
案
内

が
き
た
。
毎
年
国
語
辞
典
を

注
文
し
て
い
る
が
、
数
年
前

か
ら
三
省
堂
の
モ
ノ
に
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
あ
る

日
気
に
な
っ
た
標
高
と
海

抜
の
表
記
が
き
っ
か
け
だ
。

か
つ
て
広
辞
苑
や
大
辞

林
な
ど
多
く
の
辞
書
で
は
、

標
高
イ
コ
ー
ル
海
抜
と

な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
三

省
堂
の
国
語
辞
典
だ
け
は

「
標
高
は
そ
の
地
点
の
高
さ
」

で「
海
抜
は
海
面
か
ら
の
垂

直
の
距
離
」
と
あ
り
、
例
と

し
て「
富
士
山
の
標
高
は
海

抜
３
６
６
７
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
」と
あ
っ
た
。つ
ま
り
標
高

は
社
会
科
の
地
点
表
記
で
、

海
抜
は
理
科
の
単
位
表
記
で

あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。

正
式
に
は
東
京
湾
の
平
均

海
面
を
基
準
面
（
実
際
に
は
、

国
会
前
庭
北
地
区
に
あ
る
日

本
水
準
原
点
）
と
し
て
、
そ

こ
か
ら
の
高
さ
を
標
高
と
表

し
、
近
隣
の
海
面
か
ら
の
高

さ
を
海
抜
と
い
う
。
そ
の
た

め
、「
海
抜
〇
〇
ｍ
」
の
後
に

「
O.P.
〇
〇
ｍ
」（
大
阪
湾
工
事

基
準
面
）
と
小
さ
く
括
弧
書

き
を
し
て
、
近
海
の
平
均
海

面
か
ら
の
高
さ
を
記
載
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

か
く
も
や
や
こ
し
く
使
わ

れ
て
い
る
用
語
の
例
で
あ
る
。

さ
て
、
養
護
と
保
育
と
教

育
で
あ
る
。
幼
稚
園
・
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
で
は
環

境
を
通
し
て
乳
幼
児
教
育
を

行
う
こ
と
は
一
致
し
て
い
る

が
、「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
教
育
・
保
育
要
領
」
の

制
定
に
よ
り
、
教
育
と
保
育

の
用
語
の
意
味
が
違
う
。

そ
れ
が
現
場
の
混
乱
を
招

い
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

長
い
間
、
幼
稚
園
で
は
養

護
を
前
提
と
し
て
の
教
育
を

保
育
と
呼
び
、
保
育
所
で
は

養
護
と
教
育
が
一
体
と
な
っ

た
も
の
を
保
育
と
呼
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
認
定
こ
ど
も
園

の
教
育
・
保
育
の
「
・
」
は

子
育
て
支
援
を
含
む
と
解
説

を
受
け
て
い
る
。

あ
え
て
説
明
す
る
な
ら
、

教
育
・
保
育
は
学
校
教
育

と
子
育
て
支
援
と
児
童
福

祉
（
子
ど
も
家
庭
福
祉
と

い
う
用
語
の
使
い
方
が
更
に

近
い
）
と
な
る
。

指
針
と
要
綱
の
改
定
が
間

近
に
控
え
て
い
る
が
、
ま
ず

こ
れ
ら
の
認
識
を
一
致
さ
せ

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
る
。

（
い
ず
み
っ
こ
保
育
園
Ｆ
・
Ｈ
）

10
月
19
日
、
高
槻
現
代
劇
場

で
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
中
京

大
学
教
授
鯨
岡
峻
氏
を
講
師
に

「
な
ぜ
保
育
の
場
に
エ
ピ
ソ
ー

ド
記
述
が
必
要
な
の
か
？
」
と

題
し
た
研
修
会
を
開
催
。

南
大
阪

北
摂

日
本
料
理
の
テ
ー
ブ
ル 

マ
ナ
ー
を
学
ぶ

「
愛
し
て
い
る
よ
」の
心

し
っ
か
り
届
け
た
い

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪

の
日
本
料
理
「
う
え
ま
ち
」
で

10
月
22
日
に
、「
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

20
人
の
参
加
者
が
講
師
の
柏

野
千
加
代
氏
に
、
お
箸
の
正
し

い
持
ち
方
や
食
器
の
扱
い
方
な

ど
、
日
本
料
理
に
お
け
る
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
を
実
践
を
踏
ま
え
、

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
料
理
と
は
、
日
本
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
料
理
を
総
称

し
た
も
の
で
、
現
在
で
は
様
式

と
し
て
「
精
進
料
理
」「
本
膳
料

理
」「
懐
石
料
理
」「
会
席
料
理
」

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
料
理
に
欠
か
せ

な
い
お
箸
は
、
も
と
も
と
中
国

で
使
わ
れ
始
め
た
と
さ
れ
、
日

本
で
は
神
様
に
お
供
え
物
を
す

る
と
き
の
「
神
器
」
で
あ
り
、聖

徳
太
子
が
正
式
な
箸
食
作
法
を

中
国
か
ら
学
び
、
取
り
入
れ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
お
箸
の
美
し
い
扱

い
方
と
し
て
、
割
り
箸
を
割
る

際
に
手
前
を
軸
に
し
て
外
側
へ

扇
形
を
描
く
よ
う
に
割
る
方
法

が
紹
介
さ
れ
、
実
践
し
ま
し
た
。

日
本
料
理
を
い
た
だ
く
際
に

出
さ
れ
る
お
品
書
き
に
つ
い
て

も
、実
食
の
際
に
一
つ
一
つ
お
料

理
の
い
た
だ
き
方
を
学
び
ま
し

た
。併
せ
て
、「
独う

ど活
」、「
公わ
か
さ
ぎ魚

」、

「
酢す
だ
ち橘

」な
ど
、日
本
料
理
に
使
わ

れ
る
食
材
の
漢
字
の
読
み
方
に

つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

普
段
の
園
の
生
活
で
お
箸
の

持
ち
方
や
食
事
の
マ
ナ
ー
を
子

ど
も
た
ち
に
指
導
す
る
う
え
で
、

あ
ら
た
め
て
日
本
の
食
文
化
を

学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

‌

（
編
集
委
員
Ｙ
・
Ｋ
）

保
育
と
は
、
力
よ
り
も
心
が

必
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
心
を

育
て
る
保
育
を
ど
こ
ま
で
真
剣

に
取
り
入
れ
る
の
か
を
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
保
育
者
が

「
愛
し
て
い
る
よ
」と
心
か
ら
表

現
し
、
子
ど
も
の
心
に
届
い
た

と
き
、
大
人
に
対
す
る
信
頼
感

が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、「
ま
ご
こ

ろ
を
言
葉
に
し
よ
う
」「
共
感

し
、
寄
り
添
い
、
優
し
い
気
も

ち
で
接
す
る
こ
と
を
大
切
に
」

な
ど
気
も
ち
の
も
ち
方
や
、「
心

を
し
っ
か
り
育
て
ら
れ
る
よ
う
、

保
育
者
の
心
が
日
々
充
実
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
も

話
さ
れ
ま
し
た
。

「
さ
せ
る
・
頑
張
ら
せ
て
ほ
め

る
・
保
護
者
に
見
せ
る
」
点
で

は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り

添
っ
た
指
導
、
受
け
止
め
る
保

育
。
自
発
性
・
主
体
性
を
育
て

る
た
め
に
は
、
自
分
ら
し
さ
を

大
切
に
し
つ
つ
共
存
で
き
る
よ

う
、
自
分
を
大
切
に
思
っ
て
く

れ
て
い
る
先
生
が
い
る
と
感
じ

て
も
ら
え
る
保
育
の
必
要
性
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
愛
し
て
い
る
よ
」
の
心
を

し
っ
か
り
表
現
で
き
て
い
た
か
、

あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
素
直
な
気
も

ち
を
表
現
し
て
く
れ
る
存
在
に

な
れ
る
よ
う
、
保
育
を
見
直
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‌

（
玉
川
橋
保
育
園
Ｍ
・
Ｎ
）

真剣に研修を受ける受講生のみなさん

北大阪
ブロック

養
護
と
保
育
と
教
育
と
―

　
含
ま
れ
る
意
味
の
一
致
が
不
可
欠

作法を猛勉強

鯨岡峻氏


